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★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に

学習内容

現代文では、１

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

します。授業中のグループワー

分からないことは積極的に質問して下さい。

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

会があるので、積極的に参加して下さい。

・様々な文章の特徴を捉え、適切に読み取る力を高める。

・文章の内容に疑問を抱くことで、自らの思考力・想像力・認識力・判断力を伸ばす。

・他人の意見を聞き、自らの意見を述べることで、聞く力・話す力を育む。

・適宜文章を書き、それを批評することで、書く力や言葉に対する感性を磨く。

・優れた古典の文章に触れることで、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。

・語の成り立ちや慣習が生まれた背景についてその都度説明し、ものの見方、感じ方を理解する。

・授業に積極的に取り組む。

・言語文化や伝統に対する関

心を深める。

・文章に親しみ、自ら学ぶ意

欲がある。

a

・行動の観察

発言

・提出物

 

【小説】【詩】

表現に即して人物・情景・心情を捉えることができる。

【評論】【随筆】【随想】

主張や意見について、概要を捉えることができる。

【古典】

・まとまりのある古典を読み、古典に表れた思想や感情

を捉え、自分の考えを深め、発展させている。

・

・定期考査

教科 国語

使用教科書 精選国語総合

副教材等 
意味から学ぶ頻出漢字

三訂版完全傍訳やさしくくわしい古典文法（尚文出版）

担当者からのメッセージ（学習方法等）

学習の到達目標 

学習評価（評価の観点の趣旨）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

現代文では、１年生で漢検準２級程度の漢字と基本的な語彙（ごい）を身につけ、小説

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

します。授業中のグループワー

分からないことは積極的に質問して下さい。

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

会があるので、積極的に参加して下さい。

様々な文章の特徴を捉え、適切に読み取る力を高める。

・文章の内容に疑問を抱くことで、自らの思考力・想像力・認識力・判断力を伸ばす。

・他人の意見を聞き、自らの意見を述べることで、聞く力・話す力を育む。

・適宜文章を書き、それを批評することで、書く力や言葉に対する感性を磨く。

・優れた古典の文章に触れることで、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。

・語の成り立ちや慣習が生まれた背景についてその都度説明し、ものの見方、感じ方を理解する。

・授業に積極的に取り組む。

・言語文化や伝統に対する関

心を深める。 

・文章に親しみ、自ら学ぶ意

欲がある。 

 評価方法

a 関心・意欲・態度

行動の観察（授業中の態度や

発言等） 

・提出物の点検 

【小説】【詩】 

表現に即して人物・情景・心情を捉えることができる。

【評論】【随筆】【随想】

主張や意見について、概要を捉えることができる。

【古典】 

・まとまりのある古典を読み、古典に表れた思想や感情

を捉え、自分の考えを深め、発展させている。

・提出物の点検（ノート、プリント等）

・定期考査 

国語 科目 

国語総合【改訂版】

意味から学ぶ頻出漢字

三訂版完全傍訳やさしくくわしい古典文法（尚文出版）

担当者からのメッセージ（学習方法等）

（評価の観点の趣旨）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に

に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

年生で漢検準２級程度の漢字と基本的な語彙（ごい）を身につけ、小説

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

します。授業中のグループワークへの積極性や、ワークシートへの取り組みも評価に入れて、総括的に行います。

分からないことは積極的に質問して下さい。

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

会があるので、積極的に参加して下さい。

様々な文章の特徴を捉え、適切に読み取る力を高める。

・文章の内容に疑問を抱くことで、自らの思考力・想像力・認識力・判断力を伸ばす。

・他人の意見を聞き、自らの意見を述べることで、聞く力・話す力を育む。

・適宜文章を書き、それを批評することで、書く力や言葉に対する感性を磨く。

・優れた古典の文章に触れることで、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。

・語の成り立ちや慣習が生まれた背景についてその都度説明し、ものの見方、感じ方を理解する。

・授業に積極的に取り組む。 

・言語文化や伝統に対する関

 

・文章に親しみ、自ら学ぶ意

評価方法 

関心・意欲・態度 

（授業中の態度や

表現に即して人物・情景・心情を捉えることができる。

【評論】【随筆】【随想】 

主張や意見について、概要を捉えることができる。

・まとまりのある古典を読み、古典に表れた思想や感情

を捉え、自分の考えを深め、発展させている。
評価方法 

d 読む能力

提出物の点検（ノート、プリント等）

平成 31

 国語総合

【改訂版】（三省堂

意味から学ぶ頻出漢字 3000（第一学習社）

三訂版完全傍訳やさしくくわしい古典文法（尚文出版）

担当者からのメッセージ（学習方法等） 

（評価の観点の趣旨） 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に

に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

年生で漢検準２級程度の漢字と基本的な語彙（ごい）を身につけ、小説

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

クへの積極性や、ワークシートへの取り組みも評価に入れて、総括的に行います。

分からないことは積極的に質問して下さい。 

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

会があるので、積極的に参加して下さい。 

様々な文章の特徴を捉え、適切に読み取る力を高める。

・文章の内容に疑問を抱くことで、自らの思考力・想像力・認識力・判断力を伸ばす。

・他人の意見を聞き、自らの意見を述べることで、聞く力・話す力を育む。

・適宜文章を書き、それを批評することで、書く力や言葉に対する感性を磨く。

・優れた古典の文章に触れることで、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。

・語の成り立ちや慣習が生まれた背景についてその都度説明し、ものの見方、感じ方を理解する。

 ・目的や場に応じて的確に聞き取るこ

とができる。

・話の組み立てや進め方を工夫し、伝

えたいことがよくわかるよう話す

ことができる。

表現に即して人物・情景・心情を捉えることができる。

主張や意見について、概要を捉えることができる。

・まとまりのある古典を読み、古典に表れた思想や感情

を捉え、自分の考えを深め、発展させている。
 

読む能力 

・行動の観察（授業中の態度や

発言等）

提出物の点検（ノート、プリント等） 

評価方法

31 年度 国語総合

国語総合 

三省堂） 

3000（第一学習社）

三訂版完全傍訳やさしくくわしい古典文法（尚文出版）

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に

に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

年生で漢検準２級程度の漢字と基本的な語彙（ごい）を身につけ、小説

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

クへの積極性や、ワークシートへの取り組みも評価に入れて、総括的に行います。

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

様々な文章の特徴を捉え、適切に読み取る力を高める。 

・文章の内容に疑問を抱くことで、自らの思考力・想像力・認識力・判断力を伸ばす。

・他人の意見を聞き、自らの意見を述べることで、聞く力・話す力を育む。

・適宜文章を書き、それを批評することで、書く力や言葉に対する感性を磨く。

・優れた古典の文章に触れることで、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。

・語の成り立ちや慣習が生まれた背景についてその都度説明し、ものの見方、感じ方を理解する。

・目的や場に応じて的確に聞き取るこ

とができる。 

・話の組み立てや進め方を工夫し、伝

えたいことがよくわかるよう話す

ことができる。 

b 話す・聞く能力

表現に即して人物・情景・心情を捉えることができる。 

主張や意見について、概要を捉えることができる。 

・まとまりのある古典を読み、古典に表れた思想や感情

を捉え、自分の考えを深め、発展させている。 

行動の観察（授業中の態度や

発言等） 

 

評価方法 

国語総合 

単位数 

（第一学習社） 古文単語３０１

三訂版完全傍訳やさしくくわしい古典文法（尚文出版）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に

に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

年生で漢検準２級程度の漢字と基本的な語彙（ごい）を身につけ、小説

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

クへの積極性や、ワークシートへの取り組みも評価に入れて、総括的に行います。

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

・文章の内容に疑問を抱くことで、自らの思考力・想像力・認識力・判断力を伸ばす。

・他人の意見を聞き、自らの意見を述べることで、聞く力・話す力を育む。

・適宜文章を書き、それを批評することで、書く力や言葉に対する感性を磨く。

・優れた古典の文章に触れることで、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。

・語の成り立ちや慣習が生まれた背景についてその都度説明し、ものの見方、感じ方を理解する。

・目的や場に応じて的確に聞き取るこ

・話の組み立てや進め方を工夫し、伝

えたいことがよくわかるよう話す

 

話す・聞く能力 

行動の観察（授業中の態度や

・小テスト

・提出物

・定期考査

【現代文】 

・漢検４～準２級程度の漢字を読み書きできる。

・語句や文法、文学史の知識を身につけている。

【古典】 

・音声、文法、表記、語句、語彙、漢字等を理解し、知

識を身につけている。

 

 ５単位 

古文単語３０１（

三訂版完全傍訳やさしくくわしい古典文法（尚文出版） 新国語便覧（第一学習社）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

年生で漢検準２級程度の漢字と基本的な語彙（ごい）を身につけ、小説

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

クへの積極性や、ワークシートへの取り組みも評価に入れて、総括的に行います。

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

・文章の内容に疑問を抱くことで、自らの思考力・想像力・認識力・判断力を伸ばす。 

・他人の意見を聞き、自らの意見を述べることで、聞く力・話す力を育む。 

・適宜文章を書き、それを批評することで、書く力や言葉に対する感性を磨く。 

・優れた古典の文章に触れることで、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。 

・語の成り立ちや慣習が生まれた背景についてその都度説明し、ものの見方、感じ方を理解する。

・目的や場に応じて的確に聞き取るこ

・話の組み立てや進め方を工夫し、伝

えたいことがよくわかるよう話す

提出物（グループワーク製作、ノ

ート、プリントなど）の点検

e 知識・理解

行動の観察（授業中の態度や

・小テスト 

・提出物の点検 

・定期考査 

・文章の形態や文体、語句などを工

夫して書いている。

・論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめている

 

・漢検４～準２級程度の漢字を読み書きできる。

や文法、文学史の知識を身につけている。

・音声、文法、表記、語句、語彙、漢字等を理解し、知

識を身につけている。 

評価方法

学校番号 

単位 年次 

（尚文出版）

新国語便覧（第一学習社）

 

段階の評定にまとめます。

年生で漢検準２級程度の漢字と基本的な語彙（ごい）を身につけ、小説から評論文まで、幅広

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

クへの積極性や、ワークシートへの取り組みも評価に入れて、総括的に行います。

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

 

・語の成り立ちや慣習が生まれた背景についてその都度説明し、ものの見方、感じ方を理解する。 

c 書く能力

提出物（グループワーク製作、ノ

ート、プリントなど）の点検

知識・理解 

評価方法

・文章の形態や文体、語句などを工

夫して書いている。

・論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめている。

・漢検４～準２級程度の漢字を読み書きできる。

や文法、文学史の知識を身につけている。

・音声、文法、表記、語句、語彙、漢字等を理解し、知

 

評価方法 

 2004 

 １年次 

） 

新国語便覧（第一学習社） 

 

段階の評定にまとめます。 

から評論文まで、幅広

い文章を読む力をつけてほしいと考えています。宿題（漢字ワーク・意味調べプリント）は授業のベースとなる

知識ですので、必ずきちんと取り組みましょう。授業についてはしっかりと説明を聞くようにこころがけて、単

元ごとに示すポイントに沿って本文を読むようにすれば、心配はありません。授業で扱った内容が理解できたか

どうかは、授業中の発問に対する応答と、各単元で課される「感想」や「意見」の記述内容、定期テストで判断

クへの積極性や、ワークシートへの取り組みも評価に入れて、総括的に行います。

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

書く能力 

提出物（グループワーク製作、ノ

ート、プリントなど）の点検

評価方法 

・文章の形態や文体、語句などを工

夫して書いている。 

・論拠に基づいて自分の考えを文章

。 

・漢検４～準２級程度の漢字を読み書きできる。 

や文法、文学史の知識を身につけている。 

・音声、文法、表記、語句、語彙、漢字等を理解し、知

 

 

 

古典では、二年生・三年生での古典の読解にむけて基本的な知識を習得することが必要となります。段階的・計

画的に習得しましょう。文章の内容理解を行うために、自分の意見を自由に発言する機会やグループで話し合う機

提出物（グループワーク製作、ノ

ート、プリントなど）の点検 

・文章の形態や文体、語句などを工

・論拠に基づいて自分の考えを文章

・音声、文法、表記、語句、語彙、漢字等を理解し、知



４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

学 

期 

学

習

項

目 

学習内容 
自
己
評
価 

主な評価の観点 

単元の評価基準 

（生徒の到達目標） 
評価方法 

a b c d e 

１
学
期
中
間 

【現
代
文
】
随
想 

「ぐうぜん，うたがう，読

書のススメ」 

 ○   ○  a 「本を一冊手に取るとい

う場面」に満ちている「一

回性」の出会いの意味につ

いて考えを深めようとし

ている。 

ｄ述べられた事例から筆

者の考えを理解している。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【現
代
文
】
小
説 

「羅生門」  ○  ○ ○  ａわかりにくい言葉・表現

を辞書で調べている。 

時代小説という形の中に

普遍的な人間心理が描か

れていることに興味・関心

を持っている。 

小説を読んで考えたこと

を自分の言葉でまとめ、表

現しようとしている。 

ｃ小説を読んで考えたこ

とを自分の言葉でまとめ、

表現している。 

ｄ小説の舞台となってい

る時代や状況についてま

とめている。 

下人の人物像について把

握している。 

下人の行動と心情の変化

を時間に沿って理解して

いる。 

下人の考えが老婆の話に

よってどのように変化し

たかつかんでいる。 

ａ,ｃ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 



【古
典
】
説
話 

『宇治拾遺物語』 

「児のそら寝」 

 ○   

 

○ ○ ａ範読を参考に、声に出し

て本文を読んでいる。 

平易な説話に接し、積極

的に内容を理解しようと

している。 

話のおもしろさについ

て積極的に話し合ってい

る。 

ｄ口語訳を参考に、内容を

展開に即して理解してい

る。 

主人公の行動と心情を

読み取っている。 

説話の内容のおもしろ

さを理解している。 

ｅ古文の語彙・文法の基本

を理解している。 

ａ,ｄ,ｅ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

【古
典
】
文
法 

歴史的仮名遣い、発音      ○ ｅ歴史的仮名遣い、発音を

理解している。 

ｅ： 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

１
学
期
期
末 

【現
代
文
】
評
論 

「水の東西」 

 

 

 

 

 ○  ○ ○  ａわかりにくい言葉・表現

を辞書で調べている。 

日本文化の特徴につい

て、興味・関心を持ってい

る。 

ｃ図解や表を必要に応じ

て用いながら本文の内容

をまとめている。 

ｄ鹿おどしと噴水の特徴

を理解している。 

本文中の三つの対句的

表現の具体的な内容をつ

かんでいる。 

西洋文化と対比された

日本文化の特徴について

理解している。 

ａ,ｃ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 



【現
代
文
】
小
説 

「青が消える」 

 

 

 ○   ○ ○ ａ「青」が消えたことを巡

る「僕」の語りや対応を通

じて、「僕」のとまどいを

理解しようとしている。 

ｄ比喩表現や語りの視点

に注意して、作品世界の状

況を把握し、人物の考え方

とその変化を理解してい

る。 

ｅ文章の形態や文体の違

いによる特色について理

解している。 

ａ,ｄ,e： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【現
代
文
】
評
論 

「待つということ」  ○   ○  ａ「待たない社会」と「待

てない社会」の比較から両

者の違いについて考えを

深めようとしている。 

ｄ「待つということ」に対

する二つの考え方を理解

している。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【古
典
】
説
話 

『宇治拾遺物語』 

「絵仏師良秀」 

 ○   ○ ○ ａ範読を参考に、声に出し

て本文を読んでいる。 

平易な説話に接し、積極

的に内容を理解しようと

している。 

話のおもしろさについ

て積極的に話し合ってい

る。 

ｄ口語訳を参考に、内容を

展開に即して理解してい

る。 

主人公の行動と心情を

読み取っている。 

説話の内容のおもしろ

さを理解している。 

ｅ古文の語彙・文法の基本

を理解している。 

ａ,ｄ,ｅ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

【古
典
】
文
法 

品詞の分類      ○ ｅ品詞の分類を理解して

いる。 

ｅ： 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 



【古
典
】
教
養 

月の異名 

古時刻・古方位 

     ○ ｅ月齢と月の異名や方位

を基にした古時刻につい

て理解している。 

ｅ： 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

【古
典
】
文
法 

動詞の活用      ○ ｅ動詞の活用を理解して

いる（四段、ナ変、ラ変、

カ変、サ変）。 

ｅ： 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

２
学
期
中
間 

【現
代
文
】
評
論 

「言語は色眼鏡である」  ○   ○  ａ「言語」は，世界観を反

映した「色眼鏡」であるこ

とを理解しようとしてい

る。 

ｄ引用された事例から筆

者の考えを理解している。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【現
代
文
】
評
論 

「自然をめぐる合意の設

計」 

 ○   ○  ａ「自然」をめぐる「遠景

の語り」と「近景の語り」

という相反する考え方に

ついて興味と関心を持と

うとしている。 

ｄ論理の展開から筆者の

考えを理解している。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【現
代
文
】
詩 

「サーカス」 

「旅上」 

 ○   ○  ａ繰り返し音読すること

で詩の韻律に慣れようと

している。 

ｄ一つ一つの表現に即し

て、その意味を明らかにし

ようとしている。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【古
典
】
物
語 

『竹取物語』 

「かぐや姫の生い立ち」 

「かぐや姫の成長」 

 ○   ○ ○ ａ声に出して本文を読ん

でいる。描かれた人物像を

理解し、古典の世界に親し

もうとしている。 

ｂ語句や表現に即して物

語の展開を読み取る。 

ｅ当時の習俗について学

ぶ。 

ａ,ｄ,ｅ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 



【古
典
】
文
法 

動詞の活用      ○ ｅ動詞の活用を理解して

いる。 

（下一段、下二段、上一段、

上二段）。 

ｅ： 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

【古
典
】
文
法 

形容詞・形容動詞の活用      ○ ｅ形容詞・形容動詞の活用

を理解している。 

ｅ： 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

２
学
期
期
末 

 

【現
代
文
】
小
説 

「清兵衛と瓢箪」  ○   ○  ａ登場人物の置かれてい

る状況や考え方、心情の変

化、場面の推移を理解し、

自分の考えを持とうとし

ている。 

ｄ文体や語りの視点に注

意して、作品世界の状況を

把握し、人物の考え方とそ

の変化を理解している。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【現
代
文
】
評
論 

「情報と身体」 

 

 ○   ○  ａ筆者が述べる情報と身

体の関係について理解し

ようとしている。 

ｄ電子的空間と身体的現

実との往復運動の必要性

に着目して、筆者が述べよ

うとする事柄を理解して

いる。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【現
代
文
】
評
論 

『「もの」の科学から「こ

と」の科学へ』 

 ○   ○  ａ筆者が主張を展開する

ために採用している論理

構成を理解しようとして

いる。 

ｄ引用された事例から筆

者の考えを理解している。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 



 

【古
典
】
漢
文 

「漢文入門」 

漢文の学習 

 ○    ○ ａ声に出して本文を読ん

でいる。 

日本文化と中国文化の

関係に関心を示し、古典の

伝承を担う自覚を新たに

している。 

ｅ訓読の基礎である訓点

の用法や書き下し文の決

まりを理解している。 

ａ,ｅ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

【古
典
】
漢
文 

故事成語 

『蛇足』 

 ○   ○ ○ ａ故事成語の意味・用法を

漢和辞典で調べている。 

範読を参考に、訓読のき

まりに従って、漢文を声に

出して読んでいる。 

平易な漢文に接し、積極

的に内容を理解しようと

している。 

故事成語のできた背景

について理解しようとし

ている。 

ｄ訓点に従って、漢文を声

に出して正しく読んでい

る。 

訓点に従って、漢文を正

しく書き下し文に改めて

いる。 

脚注を参考に、話の内容

を捉えている。 

話の展開・内容のおもし

ろさを理解している。 

ｅ故事成語のもとになっ

た話の内容を捉えたうえ

で、故事成語の現在使われ

ている意味について理解

している。 

ａ,ｄ,ｅ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

３
学
期 

【現
代
文
】
評
論 

「コインは円形か」  ○   ○  ａ レトリックに関心をも

ち、その効果について考え

ようとしている。 

ｄ筆者の主張や文章の内

容を捉え、レトリックとは

何かを理解している。 

ａ，ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 



【現
代
文
】
小
説 

「なめとこ山の熊」  ○   ○  ａ童話的・民話的な賢治特

有の語り口のおもしろさ

に興味を持ち、またそれだ

けでなく、表現する上で

「語り」が「主題」と密接

に関わっていることを理

解して内容に関心を深め

ている。 

ｄ「小十郎」とそれぞれの

「熊」の思いを場面毎に理

解している。また、それぞ

れの場面における〈語り

手〉の思いについても理解

している。 

ａ，ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

 

【古
典
】
歌
物
語 

『伊勢物語』 

「芥川」 

「筒井筒」 

 ○   ○  ａ声に出して本文を読ん

でいる。 

歌物語に接し、積極的に

内容を理解しようとして

いる。 

読解を深めることによ

って、ものの見方、感じ方、

考え方を広くしている。 

ｄ内容を展開に即して理

解している。 

登場人物の行動と心情

を読み取っている。 

歌物語における和歌の

役割を理解している。 

歌物語の内容のおもしろ

さを理解している。 

ａ,ｄ： 

行動の観察 

提出物の点

検 

定期考査 

【古
典
】
文
法 

助動詞の種類      ○ e 助動詞の性質と種類を理

解している。 

ｅ： 

提出物の点

検 

小テスト 

定期考査 

 


